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【ガット船】
ガット船は港湾構造物の基礎工事などに使われ、船槽と呼ばれる石

材を積み込めるスペースを保有する作業船です。

防波堤などの港湾構造物は海上の軟弱地盤上に作られることから、
地震による沈下や、津波による転倒などに対応できるように、石材な
どで基礎マウンドを作る必要があります。ガット船は港湾構造物の基
礎工事には欠かせない作業船なのです。

三河港神野地区の「防波堤（北）築造工事」では、防波堤整備の際
に、ガット船を用いて基礎マウンドを作り、その上にケーソン（コン
クリートの箱）と呼ばれる防波堤の本体を設置しています。

ガット船

基礎石設置イメージ 石材投入

3月４日に“みなとオアシスがまごおり”で、「SUNSET
MARKET」が開催されました。

このイベントは、東港地区まちづくりビジョンの実現に向け
た取り組みの一環として、“みなとオアシスがまごおり”を舞
台に“誰もが日常的に過ごしたくなる場所”を目指し、蒲郡市
と市民の連携のもとミニ社会実験として開催されました。

イベントでは、蒲郡市ジュニア吹奏楽団の生演奏やダンスな
どが披露され、キッチンカーなどの飲食販売もあり、たくさん
の人で賑わっていました。

また、海濱館マリンセンターハウスやアメリカンズカップに
出場したヨット「ニッポンチャレンジ号」などがライトアップ
され、幻想的な空間が広がり、来場者の目を引いていました。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土･日･祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

希望と不安を抱えて入省した私の一年は、初めての「仕事」というものに
刺激を受け、初めての「一人暮らし」を満喫している、そんな日々を過ごし
てきました。

今年度自分を褒めるとするならば、一度も体調を崩さなかったことです。
何もかもが変わった環境の中、自分を大切にできたことはとても大事なこと
だと思います。

右も左もわからない私は、初めて聞く言葉に戸惑い、何から覚えればよい
のか分からない、そんな毎日を送り続けていました。言われるがまま仕事を
こなしていましたが、「自分が何をしているのか自分が一番理解しないとい
けない」そう思うようになったのが約半年ほど経った時でした。分からない
言葉はまだまだ多く、自ら学んでいく必要があると思った私は、時間を見つ
けては、分からなかった言葉を覚えるようにしました。こうして得た知識は、
船で現場に出た時、今までよりも施設の効果を理解できたり、地元の方に港
について聞かれた時、より正確な情報を発信できたりというように、確実に
力となっています。

一年が経った今、まだまだ覚えることはありますが、多くの知識を習得で
きたな、成長したなと感じられています。

来年度からは、一年目という最強の武器は消えます。今以上に責任感を持
ち、知識を得て、成長していきたいです。

工務課 平野

３月10日（金）、神野地区防災自治会主催、津波避難訓練へ参加しました。
大規模地震が発生し、大津波が到達するとの想定のもと、発災後の行動計画

や避難行動について確認する、というものです。

津波に関する情報が発表後、持ち出し品は最小限にし、直ちに避難を開始し
ました。津波避難ビル（ライフポートとよはし）へは徒歩（約10分）で向か
い、基本原則の『あわてず・落ち着いて』を心にとめ、梯子を使い屋上へ無事
にたどり着くことができました。

（避難行動は原則、徒歩で実施が望ましいですが、特定避難困難地域から避難
が必要な場合や、避難行動要支援者と避難する場合などは、必ずしもこの限り
ではありません）

日頃の備えを再確認するなど、
引き続き防災・減災対策を進めよ
うと、感じました。

教えていただいた、「津波避難の
心得」がとても参考になります。→

津波避難の心得
①想定にとらわれない
②率先避難をしましょう
③あきらめずに避難しましょう
④空振りをおそれない避難をしましょう
⑤命を守るために最善を尽くしましょう
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